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民
主
県
政
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昨
年
安
倍
内
閣
は
、
規
制
改
革
推

進
会
議
の
意
向
を
利
用
し
、
今
年
３

月
末
で
種
子
法
を
廃
止
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。

種
子
法
は
、
日
本
の
基
本
食
料
で

あ
る
米
、
麦
、
大
豆
の
研
究
・
生
産

・
普
及
を
目
的
に
つ
く
ら
れ
た
法
律

で
戦
後
日
本
の
復
興
と
国
民
に
食
料

を
供
給
す
る
重
要
な
役
割
を
果
た
し

て
き
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
安
倍
内
閣

は
「
岩
盤
に
穴
を
あ
け
る
」
と
大
企

業
の
金
儲
け
を
最
優
先
、
農
業
分
野

だ
け
見
て
も
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
推
進
、
Ｅ
Ｐ

Ａ
合
意
、
農
協
・
農
業
委
員
会
の
解

体
攻
撃
な
ど
す
す
め
、
昨
年
は
種
子

法
廃
止
を
突
然
閣
議
決
定
し
ま
し

た
。
そ
し
て
農
民
・
消
費
者
ら
の
反

対
運
動
を
無
視
し
、
今
年
３
月
の
廃

止
を
決
め
た
も
の
で
す
。

種
子
法
廃
止
に
は
二
つ
の
大
き
な

問
題
が
あ
り
ま
す
。
①
国
・
県
の
試

験
研
究
、
普
及
機
関
の
長
年
に
わ
た

る
研
究
と
成
果
が
大
企
業
に
独
占
さ

れ
る
こ
と
、
②
国
・
県
の
開
発
し
た

世
界
に
誇
る
優
れ
た
種
子
が
、
穀
物

メ
ジ
ャ
ー
や
農
業
薬
メ
ー
カ
ー
に
渡

り
、
今
よ
り
十
数
倍
高
い
種
子
を
農

民
は
売
り
つ
け
ら
れ
る
こ
と
な
ど
が

懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

世
論
背
景
に
県
が 

種
子
条
例
を
制
定

種
子
法
廃
止
に
危
機
感
を
持
っ
た

埼
玉
、
新
潟
、
兵
庫
の
三
県
は
、
国

に
よ
る
種
子
法
廃
止
に
対
し
「
県
内

農
民
の
経
営
、
消
費
者
の
生
活
を
守

る
」
こ
と
を
目
的
に
、
独
自
の
種
子

の
開
発
・
生
産
・
普
及
体
制
を
維
持

す
る
た
め
「
種
子
条
例
」
を
制
定
し

ま
し
た
。

埼
玉
で
は
３
月
県
議
会
で
自
民
党

県
議
団
が
提
案
、
全
会
一
致
で
可
決

・
成
立
し
ま
し
た
。
こ
の
「
種
子
条

例
」
制
定
に
は
、
埼
玉
県
農
協
中
央

会
、
埼
玉
農
民
連
な
ど
の
運
動
が
一

定
の
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。

ま
た
国
会
で
は
、
日
本
共
産
党
や

立
憲
民
主
党
な
ど
の
野
党
６
党
が

「
主
要
農
産
物
種
子
法
復
活
法
案
」

を
提
出
し
、
そ
の
成
立
を
め
ざ
し
て

い
ま
す
。

伊
藤
社
長
に
代
わ
っ
て
八
郷
新
社

長
就
任
以
降
、
ホ
ン
ダ
狭
山
工
場
閉

鎖
は
動
き
出
し
ま
し
た
。
背
景
に
二

つ
の
大
き
な
要
因
が
あ
る
よ
う
に
思

わ
れ
ま
す
。
自
動
車
産
業
全
体
の
問

題
で
も
あ
る
こ
の
二
つ
に
つ
い
て
見

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

内
燃
機
関
エ
ン
ジ
ン
か

ら
Ｅ
Ｖ
化
へ
の
流
れ

ド
イ
ツ
人
の
ダ
イ
ム
ラ
ー
と
ベ
ン

ツ
が
ガ
ソ
リ
ン
エ
ン
ジ
ン
の
自
動
車

を
あ
い
つ
い
で
発
明
し
て
か
ら
１
３

０
年
。
以
来
常
に
課
題
と
な
っ
て
き

た
の
が
排
気
ガ
ス
に
よ
る
環
境
汚
染

で
し
た
。
近
年
で
は
地
球
温
暖
化
防

止
の
観
点
か
ら
Ｃ
Ｏ
２
の
排
出
も
問

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
限
り
あ
る
化

石
燃
料
依
存
か
ら
の
脱
皮
と
も
合
わ

せ
、
近
年
Ｅ
Ｖ
（
Ｅ
ｌ
ｅ
ｃ
ｔ
ｒ
ｉ

ｃ

　Ｖ
ｅ
ｈ
ｉ
ｃ
ｌ
ｅ
の
略
語
）
自

動
車
が
続
々
発
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

完
全
な
Ｅ
Ｖ
（
日
産
リ
ー
フ
な

ど
）
と
エ
ン
ジ
ン
と
Ｅ
Ｖ
を
組
み
合

わ
せ
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
（
ト
ヨ
タ
プ

リ
ウ
ス
な
ど
）、
そ
し
て
水
素
燃
料

電
池
（
ト
ヨ
タ
Ｍ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｉ
な
ど
）

が
日
本
で
は
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

フ
ォ
ル
ク
ス
ワ
ー
ゲ
ン
の
排
ガ
ス
不

正
問
題
な
ど
も
あ
っ
て
、
ド
イ
ツ
連

邦
参
議
院
は
２
０
３
０
年
ま
で
に
内

燃
エ
ン
ジ
ン
を
搭
載
し
た
新
車
の
販

売
禁
止
を
求
め
る
決
議
を
可
決
し
ま

し
た
。
こ
の
影
響
は
Ｅ
Ｕ
域
内
に
広

が
る
と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。

�

（
つ
づ
く
）

農
民
連
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り

（本文とは関係ありません）
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「
種
子
法
」
廃
止
と�

�

そ
の
復
活
を
求
め
る
運
動

埼
玉
農
民
連
副
会
長
・
松
本
慎
一
氏
の
話
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在
日
米
軍
は
今
年
４
月
３
日
、

「
空
軍
特
殊
作
戦
用
Ｃ
Ｖ
22
オ
ス
プ

レ
イ
の
配
備
を
１
年
半
前
倒
し
し

て
、
今
年
夏
頃
に
お
こ
な
う
こ
と
」

「
そ
の
後
数
年
か
け
て
、
10
機
の
Ｃ

Ｖ
22
と
４
５
０
人
の
人
員
を
配
備
す

る
こ
と
」、
そ
れ
に
先
立
っ
て
「
今

週
後
半
（
当
時
）
に
も
５
機
の
Ｃ
Ｖ

22
が
横
田
基
地
に
一
時
的
に
立
ち
寄

る
こ
と
」
を
突
然
発
表
。
直
後
の
４

と
し
て
い
ま
す
。「
よ
り
過
酷
な
条

件
下
で
訓
練
活
動
を
実
施
」
す
る
の

で
、
海
兵
隊
用
オ
ス
プ
レ
イ
よ
り

も
、
さ
ら
に
事
故
率
が
高
い
こ
と
を

防
衛
省
も
認
め
て
い
ま
す
。

オ
ス
プ
レ
イ
は
、
昨
年
３
月
の
日

米
共
同
訓
練
「
フ
ォ
レ
ス
ト
ラ
イ

ト
」
や
今
年
１
月
の
訓
練
の
際
に

は
、
埼
玉
県
内
の
30
市
町
の
上
空
を

勝
手
気
ま
ま
に
飛
び
回
り
、「
目
的

外
訓
練
」
を
お
こ
な
っ
て
い
た
こ
と

が
、
埼
玉
県
平
和
委
員
会
の
調
査
で

明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

県
平
和
委
員
会
は
、
こ
れ
ら
の
自

治
体
に
情
報
提
供
を
申
し
入
れ
、
県

を
は
じ
め
23
の
市
町
を
訪
問
・
懇
談

す
る
「
ピ
ー
ス
・
キ
ャ
ラ
バ
ン
」
を

お
こ
な
っ
て
き
ま
し
た
。
訪
問
先
の

自
治
体
で
は
市
町
公
室
長
、
総
務
部

長
、
危
機
管
理
監
、
副
町
長
な
ど
が

対
応
し
、「
飛
ん
で
い
る
こ
と
に
危

機
感
を
感
じ
る
」「
知
ら
な
い
う
ち

に
頭
の
上
を
飛
ば
れ
る
の
は
不
安
」

な
ど
の
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。

オ
ス
プ
レ
イ
の
運
用
は 

抜
け
穴
だ
ら
け

Ｃ
Ｖ
22
オ
ス
プ
レ
イ
が
横
田
に
配

備
さ
れ
れ
ば
、
横
田
が
特
殊
作
戦
の

展
開
拠
点
と
な
り
、
人
口
が
密
集
す

る
東
京
や
埼
玉
上
空
の
飛
行
が
常
態

化
し
ま
す
。

北
関
東
防
衛
局
の
説
明
で
は
、
オ

ス
プ
レ
イ
の
運
用
に
関
し
て
「
日
米

合
同
委
員
会
合
意
（
平
成
24
年
９

月
）」
が
基
本
に
な
っ
て
い
る
と
い

い
ま
す
が
、
こ
の
合
意
は
、「
可
能

な
限
り
」「
最
大
限
」
な
ど
の
表
現

が
多
用
さ
れ
抜
け
穴
だ
ら
け
。
沖
縄

県
当
局
と
県
民
の
監
視
調
査
で
５
１

７
件
の
違
反
を
指
摘
し
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
政
府
の
回
答
は
「
日
米
合
意

に
違
反
す
る
も
の
は
な
い
」
と
し
て

い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
す
。

直
下
に
暮
ら
す
県
民
の
い
の
ち
・

安
全
が
脅
か
さ
れ
る
う
え
、
県
も
市

町
村
も
、
県
民
も
知
ら
な
い
う
ち
に

埼
玉
上
空
が
「
敵
地
侵
入
」
の
訓
練

場
に
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
見
過
ご

す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

月
４
日
に
は
５
機
の
オ
ス
プ
レ
イ
が

横
浜
の
米
軍
ノ
ー
ス
ド
ッ
ク
に
陸
揚

げ
さ
れ
、
翌
５
日
に
は
横
田
に
飛
来

し
ま
し
た
。

そ
の
後
の
報
道
に
よ
る
と
米
軍
は

３
月
16
日
に
日
本
政
府
に
通
報
し
た

も
の
の
、
日
米
両
政
府
は
３
週
間
に

わ
た
っ
て
情
報
を
隠
ぺ
い
し
て
い
た

こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

埼
玉
に
隣
接
す
る
東
京
の
米
軍
横

田
基
地
は
、
こ
れ
ま
で
ハ
ワ
イ
や
ア

ラ
ス
カ
、
グ
ア
ム
な
ど
を
結
ぶ
米
軍

の
航
空
輸
送
の
拠
点
基
地
で
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
昨
年
５
月
１
日
に
は

無
人
偵
察
機
Ｒ
Ｑ
４
グ
ロ
ー
バ
ル
ホ

ー
ク
が
、
５
月
26
日
に
は
在
韓
米
軍

の
Ａ
10
攻
撃
機
サ
ン
ダ
ー
ボ
ル
ト
や

Ｆ
16
戦
闘
機
な
ど
、
輸
送
機
以
外
の

軍
用
機
が
飛
来
。
６
月
１
日
に
は
韓

国
空
軍
の
Ｋ
Ｆ
16
戦
闘
機
６
機
が
、

空
中
給
油
支
援
に
支
障
を
き
た
し
た

と
し
て
橫
田
に
緊
急
着
陸
し
て
い
ま

す
。
輸
送
の
拠
点
だ
っ
た
同
基
地

が
、
す
っ
か
り
戦
闘
機
の
中
継
基
地

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

Ｃ
Ｖ
22
が
県
内
上
空
で 

目
的
外
訓
練

そ
れ
に
加
え
て
、
Ｃ
Ｖ
22
オ
ス
プ

レ
イ
の
配
備
で
す
。

Ｃ
Ｖ
22
は
、
敵
地
侵
入
、
夜
間
強

襲
、
暗
殺
、
拉
致
な
ど
の
特
殊
作
戦

任
務
を
持
っ
て
い
る
た
め
、
離
着

陸
、
編
隊
飛
行
、
物
料
投
下
、
リ
ベ

リ
ン
グ
訓
練
な
ど
に
加
え
、
激
し
い

夜
間
超
低
空
飛
行
訓
練
な
ど
を
必
須

横
田
基
地
に
着
陸
し
た
オ
ス
プ
レ
イ 

（
滝
沢
修
飯
能
市
議
の
撮
影
）

東
京
上
空
を
飛
ぶ
オ
ス
プ
レ
イ
（
羽
村

平
和
委
員
会
高
橋
美
枝
子
さ
ん
撮
影
）

ピ
ー
ス
キ
ャ
ラ
バ
ン
＝
川
越
市

オスプレイの横田基地配備で 
常態化する埼玉上空の飛行
埼玉県平和委員会  事務局長　　二橋元長氏  寄稿


